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　フランスの作曲家、クロード・ド

ビュッシーの演奏・研究で知られる

青柳いづみこさん。ドビュッシーの

生誕150年でもあった昨年、CD ア

ルバム『ドビュッシーの神秘』をリ

リースするなど、音楽家としての顔

に加え、日本エッセイスト・クラブ

賞をはじめとする多くの文学賞に

かがやく文筆家としての顔もお持ち

です。

　そんな青柳さんに書き綴っていた

だいた今回のテーマは「音楽の力」。

癒し、喜び、感動などをもたらす音楽、

その本質にせまるお話は、音楽を学

ぶ我々に大いなる示唆を与えてくれ

ます。

特別養護
老人ホームにて

　これから社会に巣立つ学生さんに

私は、どんな形でも聴き手のために

弾いてほしい、どんな活動の形でも

音楽を通じて社会の役に立つことを

大切に考えてほしいと言っている。

　そんなふうに考えるようになった

きっかけは、亡き母が入所していた

特別養護老人ホームで開いたボラン

ティアのコンサートである。

　母は80歳も半ばにさしかかったこ

ろから認知症の症状をあらわしはじ

め、7年間は自宅介護でがんばった

が、私も主人も仕事があり、娘は学

生で日常介護ができない。声をかけ

てくださる施設があって入所に踏み

切った。

　手厚い介護で表情もやわらぎ、改

めてプロの仕事の尊さを思った。

　入所者が集って思い思いの娯楽を

楽しむスペースにはピアノもあり、

それを見た私は、是非ピアノを弾か

せてくださいとお願いした。古い縦

型のピアノで調律もしていないのに

…と施設の方はしきりに恐縮されて

いたが、そんなことはあまり気にな

らなかった。

　コンサート当日は、ピアノのまわ

りをパイプ椅子や車椅子で半円状に

囲んでいただいて、お一人お一人に

弾いているところが見えやすいよう

に工夫した。入所者の方々は、いつも

よりちょっとおしゃれをして集まっ

てくださった。

　母は最前列に座り、白い髪飾りを
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つけてとてもかわいらしかった。

　お年寄りが親しみやすい曲目をと

考えて、ショパン『小犬のワルツ』や

シューマン『トロイメライ』などを弾

いたあと、『荒城の月』や『浜辺の歌』

『赤とんぼ』などをピアノ用に編曲し

たものを演奏させていただいたとこ

ろ、びっくり。客席から歌声が沸き起

こったのである。だって、日常生活で

は自分の名前も忘れてしまったり、

お話ができなかったり、声も出なかっ

たりする方々なのである。でも、歌に

なると音程は確かだし、歌詞だって

ちゃんとおぼえている。

　あらためて、音楽の力を思い知ら

された。

モーツァルトの
癒し力

　こんな話もある。月に1回、都内で

開いているフランス音楽のセミナー

に、あるピアニストの方が受講にみ

えた。その方は、クモ膜下出血で一時

は右半身不随を宣告され、リハビリ

の過程でずっと音楽を聴いているう

ちにみるみる回復されたとのこと。

　チューブで身体中を固定されて過

ごした ICUの日々、iPod で聴く音楽

だけが救いだったという。といって

も、効果が上がる音楽と上がらない

音楽があったらしい。

　演奏活動をしていたころはリスト

を好んで弾いていたのに、なぜか聴

いても安らぎを得られない。ところ

が、モーツァルトはすっとなじみ、自

分の身体が音楽で満たされるような

不思議な感覚を味わった。

　それまで、音楽は自分の外にある

ものだったが、そのとき初めて、自己

の内部に音楽を感じたという。

　リハビリに励んだ結果、何とか半

身不随はまぬがれ、退院して演奏を

再開した。なかなか元のように指は

動かないが、病気をきっかけに音楽

への対し方が大きく変わった。今ま

では、ミスをしてはならないとか、大

きな音を出そうとか、いろいろなこ

とにとらわれていたが、今は、自分の

気持ちをそのまま音に託すことが一

番大事だと思うようになった。

　こちらも、音楽の力を思い知らさ

れるエピソードである。

音楽を通して
何を伝えるか

　音大のレッスン、コンクールやオー

ディションで若い方のピアノを聴く

たびに、音楽がその人の外にあると

感じることが多い。

　きちんとは弾いているが、その人

が楽譜から何を読み取り、読み取っ

たことをどんな方法で聴き手に伝え

たいと思っているかが見えてこない

のである。音楽とは、楽器からひき

出す音を通じて作曲家の気持ちや考

え、弾き手の気持ちや考えを相手に

伝えることだという、一番のポイン

トがおろそかにされているように思

えてならない。ピアノはあまりにも

音が多すぎて、すべての音を間違い

なく弾くことが最重要課題になって

しまっている。

　まず、一音でもいいから、自分でも

うっとりするような美しい音を出し

て、その響きに耳を傾けてほしい、と

願う。その音はどんな音なのか。喜ん

でいる音か、悲しんでいる音か、怒っ

ている音か、やさしい音か。自分の音

をよく聴くことによって、次にどう

つないで行くか、フレージングの問

題に気づくだろう。

　このフレーズは、どこに向かって

いるのか。このフレーズ全体で、作曲

家はいったい何を表現したいのか。

このフレーズは、全体から見てどん

な位置にあるのか。

　自分なりに考えた上で、それでは

この音はどんなふうに鳴らしたら目

的にあった音が出せるのか、このフ

レーズはどんな種類のレガートで弾

けば、ふさわしい表現ができるのか

という、テクニック的な問題が浮上

する。▲ 学生を指導中の青柳さん
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　楽譜の深い読みと自分自身の感性

に根ざした音やレガートなら、目的

がはっきりしているから探すことも

できる。偉いピアニストの演奏を参

考にすることもできるし、師事する

先生や尊敬する先輩に尋ねることも

できる。そして試行錯誤をくりかえ

すうちに、少しずつ、自分がめざす演

奏を実現させるための本物の技術が

身についていくだろう。

これが練習する
ということ

　もうずいぶん昔のことになるが、

非常勤で勤務していた藝大附属高校

で、ロシア人ピアノ教師の公開講座

が開かれた。とても成績のよい生徒

がむずかしい曲を弾いたが、そのピ

アノ教師は、その楽曲をレッスンす

るかわりにこう言った。

　あなたは音も奏法も解釈も、すべ

てが硬直しています。あなたの中に

あるもの、あなたの本当の気持ちを

伝える状況にはありません。あなた

はまず、メンデルスゾーンの『無言

歌』のような作品を心をこめて美し

く弾くことから始めないといけませ

ん。このことについて、私はあなたの

先生と話しあいたいと思います。

　こう言ってその教師は会場を見渡

したが、その生徒の先生は聴きに来

ていなかった。

　私自身にも、苦い思い出がある。

　留学中に、スイスのあるシャレー

で開かれていたジェルギー・セボッ

クの夏期講習会を受講したときのこ

と。リストの『マゼッパ』を用意して

いたが、セボックはレッスンしてく

れなかった。かわりに、もう少し音の

少ない曲は持ってきていないかとき

かれたので、シューマン『子供の情景』

を弾いたところ、第1曲だけで1時間

かかった。

　旋律にはカーヴがある、とセボッ

クに言われた。そのカーヴをどうやっ

て出すか、ピアノの音はひとつひと

つとぎれてしまうのに、あたかもな

めらかにつづいて美しいカーヴを描

いているような錯覚を起こさせるた

めには何をしなければならないか。

　旋律はバスに支えられている。バ

スはどんな進行をしているか、旋律

に流れを与えるバスはどんな弾き方

をしなければならないか。

　旋律とバスの間にはハーモニーが

ある。この曲の場合は分散和音の形

をとっているが、音は離れていても、

全体としてハーモニーが聴こえてこ

なければならない。そのためにはど

んな弾き方をしなければならないか。

旋律を豊かにし、でも旋律にかぶら

ないためにはどのようなタッチを選

びとらなければならないか。

　楽曲には一定のリズムがあり、拍

と拍の間は絶えずゆれている。律動

と旋律の折り合いはどのようにして

つけなければならないか。ほんの少

しの間合いの出し入れによって、旋

律のカーヴがよりふくらんで聴こえ

るような工夫をしてほしい。

　こうして各要素に分けながら、パー

ト練習をさせられた。何度もダメ出

しをされたあげくすべての要素を合

わせたとき、何とこの単純な曲が立

体的に浮かび上がったことか。

　レッスンが終ったとき、セボック

は「これが練習するということなん

ですよ」と言い、私にはその意味が

──今ごろになって──よくわかる。

感動に至る道は
さまざま

　専門的な教育を受け、むずかしい

楽曲を弾きこなす学生に向かって、

演奏は、たとえ一本指でも聴く人を

感動させればよいのだ、と説いても

とまどいをおぼえるかもしれない。

　もちろん、たぐい稀な素質を持ち、

豊かな音楽性と見事な技巧で世界各

地の聴衆に感動を与える超一流のピ

アニストであることはすばらしいこ

とだ。しかし、そうでなければ音楽す

る資格がないとは思わないでほしい。

▲ 武蔵ホールでのトークコンサート



5

感動への道はひとつではないので
ある。
　演奏の形態にもさまざまなものが
ある。ひとたび社会に出れば、とき
には『小犬のワルツ』や『トロイメ
ライ』のような、一般的には「容易」
とされている曲目を求められること
もあるし、クラシックではなく、ポ
ピュラー音楽やアニメの音楽を演奏
しなければならないこともあるだ
ろう。
　それこそ得難い機会だと思うのだ。
もしあなたの弾く楽曲やあなたのピ
アノが聴き手を喜ばせていることが
わかったら、聴き手の身体が動き、表
情が明るく変化する瞬間を体験すれ
ば、それが糧となってあなた自身を
育んで行くだろう。
　そうした現場での貴重な体験を積

み重ねることによって、専門的なむ
ずかしい楽曲を弾くときも、人の心
に届く音を出すこと、人を感動させ
るフレーズをつくることの大切さが
わかり、あなたの練習や活動に目的
が生まれるだろう。
　音楽は言葉のように概念を固定す
る力を持たないが、そのぶん、言葉
よりずっと直接的に人の心に働きか
け、さまざまな感情をひき起こす。音
楽は、もしそれが本当に弾き手の内
部から押し出されたものであるなら、
作曲家の魂と弾き手の魂が高度に共
鳴したものであるなら、アラビアン
ナイトの物語のように、人の心の扉
に向かって「開け、ゴマ！」と呼びか
けることができる。
　それが音楽の力だと信じている。

昨年発売された CD
『ドビュッシーの神秘』

近刊のご著書
『ドビュッシーとの散歩』


